
全自動汚物容器洗浄消毒装置仕様書 

 

１．品 名 

全自動汚物容器洗浄消毒装置 一式 

 

２．製造業者 

  小川医理器株式会社 

 

３．構成内容  

・本体（ＴＯＰＬＩＮＥ２０ＡＴ/ＡＫ） １台 

・器具用バスケット Ｌ型   １台 

 

４．仕 様 

（性能・機能に関する要件） 

全自動汚物容器洗浄消毒装置に関して以下の条件を満たすこと。 

（１）  汚物が入った便・尿器をそのままセットするだけで処理ができること。 

（２）  汚物容器を作業者の正面からセットする前面ドア方式であり、ドアは赤外センサ 

ーまたはフットスイッチで自動開閉し始動スイッチを押すと洗浄、消毒、乾燥の

全工程を自動的に実現すること。 

（３）  器具の汚れに応じた３種類の洗浄プログラムを選択できるスイッチを有すること。 

（４）  蛋白凝固防止のため、最初に冷水洗浄の後、温水洗浄をおこなうこと。 

（５）  浄後の水滴が残らないように洗浄室の形状はコーナーに丸みと傾斜のあるプレス 

一体成型構造であること。 

（６）  被洗浄物の内側、側面、背面、底面等全方向から洗浄できる構造で、洗浄ノズル 

構成が伸縮式大型回転ノズル１、固定ノズル４、回転ノズル７の合計１２個を有

していること。 

（７）  洗浄完了後、独立した内蔵水蒸気発生器による熱消毒を実現していること。 

（８）  新しい洗浄・消毒装置の国際規格ＩＳＯ１５８８３－３に準拠したＡ０値による

消毒管理ができる機能を有していること。 

（９）  Ａ０値は最低６０～３０００まで設定可能であること。 

（１０）消毒管理は従来の「消毒温度・消毒時間」と国際規格の「Ａ０値」の２方式から 

選択できること。 

（１１）消毒管理を「消毒温度・消毒時間」に選択したときの温度は７０℃～９５℃、時 

間は３０秒～６００秒まで可変できること。 

（１２）毎回、全ノズルから蒸気を噴射して、ノズル及び、機器内部配管を消毒できるこ

と。 

（１３）水圧による洗浄効果の差をなくし、均一な洗浄効果を得ることができること。 

（１４）ポンプによるリンス剤（スケール除去剤、水滴付着防止剤）自動ミキシング機能

を標準装備していること。 

（１５）最終工程で、外気を取り入れ残留蒸気を排出する乾燥機能を有していること。 



（１６）扉は蒸気が一切外部に漏れない完全密閉式であること。 

（１７）工程の進行状況を日本語（カタカナ）で表示すること。 

（１８）運転中または停電時には安全装置によりドアは開かないこと。また完全に工程が

終了しないとドアが開かない構造であること。 

（１９）トラブル発生の際は自動的に緊急停止して警報を鳴らし、エラーの内容を表示す

ること。 

（２０）排水詰りセンサーを標準装備していること。 

（２１）便器、尿器、吸引ビン、ポータブルトイレ用バケツ、膿盆等を洗浄するための専

用バスケット及びラックを有していること。 

（２２）メンテナンス及び保守点検は全て全面よりのアクセスに対応していること。 

（２３）材質はステンレス製（ＳＵＳ‐３０４）であること。 

（２４）本体サイズはＷ１０００ｍｍ×Ｄ６００ｍｍ×Ｈ１７３０ｍｍ以内であること。 

（２５）ベットパンウォッシャーと汚水槽が一体型になっていて排水管は一ヵ所のみで設 

置できること。 

（２６）汚水槽はベッドパンウォッシャー稼働時でも単独で使用できること。 

 

（性能・機能以外の要件） 

設置、保守、その他については、以下の要件を満たすこと。  

（１） 設置にあたり、当院が用意した一次側設備以外に必要な改修工事等があれば当院

担当職員と協議の上で落札者において施行すること。  

（２） 本調達に伴う、撤去、搬入、据付、配線、配管及び調整については、当院担当職員と

事前協議の上で落札者において施行すること。  

（３） 装置の搬出・搬入のためのルート確保、養生等は落札者が実施すること。 

（４） 障害時において、復旧のための通報を受けてから、速やかに現場で対応できる体制

であること。 

（５） 本装置の運用を円滑に実現するための技術的サポート体制が整備されていること。 

（６） 納入後１年間は、無償で保守作業を実施すること。 

（７） 取り扱い説明に関する導入時の教育訓練を当院担当職員に十分に行うこと。取り扱

い説明、教育訓練の実施に関する日程調整や回数については、当院担当職員と協

議し決定すること。  

（８） 導入装置の日本語版の取扱説明書を1部備えること。また、取扱説明書をPDFファイ

ル形式化したものも提供すること。  

（９） 導入された装置が仕様書に記載された要件を満たしているか判断するため、落札者

が正常に動作することを示し、当院担当職員の承認を得た上で引き渡すこと。 

（１０）その他定めのない事項については、当院担当職員と協議のうえ、その指示に従うもの

とする。 

 


